
2025年度 統計関連学会連合大会プレイベント
統計・データサイエンス力向上のための授業に係る

優秀事例表彰2024年度受賞者記念講演会

『学校設定科目「SS 統計学」における学習指
導の概要〜適合度の検定を用いた研究〜』



1958年 札幌市立初の全日制普通科高等学校として設立

1998年 道しるべ「この坂 越えん」制定

2001年 オープン型新校舎完成

2004年 道内初となる「進学重視型単位制」への移行

2022年 「数理データサイエンス科」の新設

2023年 「次世代社会を担う科学的教養を備えた数理データサイエンス
人材の育成」を研究開発課題に設定し、SSH指定校となる



市立札幌旭丘高等学校
次世代社会を担う科学的教養を備えた数理データサイエンス人材の育成

仮説A
高大 接続を見据え た
数理データサイエンス
教 材 の 開 発

仮説B
単 位 制 を 活 か し た
数理データサイエンス
教 育 の 各 教 科 及 び
普 通 科 へ の 拡 大

仮説C
国 際 性 と
科 学 的 教 養 の 育 成

基 礎 期
「気付く力」の育成

充 実 期
「思考する力」の育成

発 展 期
「発信する力」の育成

「SDS基礎」
（数理DS科１単位必修）
「データサイエンス基礎」
「さっぽろ探究」「ディベート活動」

「SunriseTimeRステージ」
（普通科１単位必修）
「進路探究学習」「ブックレポート」
「ゼミエントリー研究」

「理数理科」
（数理DS科６単位必修）
物理・化学・生物・地学の科目
横断的な学習を行う

「SDS探究」
（数理DS科２単位必修）
【グループ課題研究活動】
「SS統計学」
（数理DS科１単位必修）
【課題研究に必要な統計学を学ぶ】

「SunriseTimeGステージ」
（普通科１単位必修）
【ゼミ活動】【個人課題研究】
【Sunrise Time 発表会】

「SunriseTimePステージ」
（普通科１単位必修）
【ゼミ活動】【進路探究学習】
【進路研究】

「SDS発展」
（数理DS科１単位必修）
【課題研究論文】
【学校外の発表会へ参加】

普通科選択者
「SS物理基礎」(2単位)「SS物理」「SS化学」「SS生物」(各6単位)
「SS数学Ⅱ」(4単位)「SS数学B」(2単位)

単位制システムを活かした選択学校設定科目
「人工知能概論」「データサイエンス演習」「プログラミング演習」「科学史」
「インフォグラフィックス」「実験物理」「実験科学」「実験生物」「統計学」



オープンデータを活
用したデータ分析を
通じて課題発見力を
はじめとする「気付
く力」を身につける。

課題研究の成果を論
文にまとめ、発表す
ることにより、「発
信する力」を身につ
ける。

データを統計の手法
を用いて解析し、根
拠をもった「思考す
る力」を育成するこ
とができる。

「SS統計学」「理数理科」「人工知能概論」
「データサイエンス演習」「実験物理」
「プログラミング演習」「実験化学」
「インフォグラフィックス」「実験生物」
「統計学」「科学史」





回帰検定推定標本調査法

・散布図
・相関と因果
・目的変数と説明変数
・回帰直線、回帰曲線
・回帰分析
・偏相関
・重回帰分析

正規分布
・正規分布表の見方
・中心極限定理
検定
・z検定
・t検定
（ウェルチを含む）
・F検定
・適合度・独立性の

検定
・マンホイットニーの

U検定
・分散分析

信頼区間

点推定と区間推定
・z推定
・t推定
・F推定

標本抽出法
・復元抽出と非復元

抽出
・単純無作為抽出法
・多段抽出法
・層化抽出法
・系統抽出法
・比例分配法







引用：https://academ-aid.com/statistics/chi-squared
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演習

適合度の検定

の活用



通常の生徒と比べ、DS科の生徒はどれほど理
系教科が得意な生徒が多いのか。
理系教科に流れた分どの教科が減少している
のか。

研究の目的



理想値 実際の値

全体の結果



帰無仮説H0：DS科の生徒は通常の生徒と得意教科の傾向が同じである
対立仮説H：DS科の生徒は通常の生徒と得意教科の傾向が異なる
統計検定量T(χ²値)：55.2576 有意水準：0.05 自由度：6
χ²値(5%)：12.5916
結果を分析すると、χ²値(5%) ＜ 統計検定量 T  となる

よって、有意水準５％で帰無仮説が十分に起こり得ないので、
DS科の生徒は通常の生徒と得意教科の傾向が異なる

全体の結果の適合度検定



結果の考察

この結果は、DS科が普通科に比べ理系科目を学べることを
押し出されていたり、入試の点数配点が理系科目重視の傾斜
配点になっていることが影響されていると考えられる。

また、理想値に比べ得意科目がないと回答した割合が少な
かった。これは、それぞれが自分の特性を理解していると考
えられる。



調査上の反省点

・主要教科に焦点を当てたが、その結果として副教科について

の観点が不足してしまった。

・副教科も重要な役割を果たしているため、今後の調査では

これらの教科にもよく注意を払う必要があると感じた。







https://www23.sapporo-c.ed.jp/asahigaoka/index.cfm/1,12910,46,html








